【様式１】

平成　　年　　月　　日

道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業
実 施 計 画 書
　文部科学省初等中等教育局長　殿
	住所
	〒

	
	

	団体名
	

	代表者職名
	

	氏 名
	　　　　　　　　　　　　　　職印

	
	

	担当者所属職名
	

	氏 名
	

	電話番号
	

	FAX番号
	

	E-MAIL
	


　平成２８年度「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」に関する実施計画書を次のとおり提出します。
１　道徳教育に関する現状・課題

２　本事業の趣旨・目標

３　本事業成果の検証方法（目標達成状況等把握のための方法）

４　本事業の内容

※　該当の内容について端的に記載。必要があれば別途項目を立てても可。
※　＜取組の概要＞には，文部科学省で支援する必要性や成果の普及方法も含め，取組の概要を端的に記載。
（１）地域の特色を生かした道徳教育の取組
①　道徳教育に係る外部講師派遣
＜取組の概要＞
＜外部講師の内容＞
（例）医師や助産師など命の教育に関すること
＜派遣先対象＞
（例）小学校○○校，中学校○○校程度

＜道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果の見込み＞
②　家庭・地域との連携による道徳教育の取組
＜取組の概要＞
＜道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果の見込み＞
③　「私たちの道徳」の活用促進のための取組
＜取組の概要＞

＜道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果の見込み＞

④　教育委員会等による道徳教育用教材の作成・印刷・配布

＜取組の概要＞
＜教材の概要＞
・構成，読み物資料数

（例）構成：小・中学校別　

読み物資料数：小学校冊子　低学年１０編・中学年１０編・高学年１０編
　　　　　　 　　　 中学校冊子　 １５編

・教材の内容，作成方針
・教材作成の方法

・教材の冊数

・教材の配布対象

・教材の所有形態（備付け又は個人持ち）

・教材の使用開始年度

・教材の活用

＜道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果の見込み＞
⑤　その他，地域の実態や課題に応じた特色ある道徳教育の取組
＜取組の概要＞
＜道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果の見込み＞
（２）「道徳教育パワーアップ研究協議会」の開催
　　※　可能な限りで予定を記載。また開催要項（案）があれば添付する。
＜取組の概要＞
・期日

　・場所

　・参加対象者，人数（約　　名）

・日程・内容（タイムスケジュール）

＜道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果の見込み＞
（３）道徳教育の抜本的改善・充実に係るシンポジウム等の開催

　　※　可能な限りで予定を記載。また開催要項（案）があれば添付する。
＜取組の概要＞

・期日

　・場所

　・参加対象者，人数（約　　名）

・日程・内容（タイムスケジュール）

＜道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果の見込み＞

５　本事業の実施計画

　※　契約は10月中を予定しているため，10月以降の計画を記入する。

	月
	実施内容
	備考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　※　計画は事業計画書提出時のものであり，実際の事業着手は契約締結後である。
６　【様式４】「成果報告書」の提出の必要（　有　・　無　）
※　委託要項８により，教材等の作成又は購入，配布を行った団体にあっては，翌年度末までに，【様式４】「成果報告書」を提出。
７　再委託に関する事項（市町村に再委託を実施する場合は以下について記載すること）

	再委託の相手方の住所
	

	
	

	

	再委託の相手方の職名
	

	
	

	

	再委託の相手方の氏名
	

	
	

	

	再委託を行う業務の範囲
	

	
	

	

	再委託の必要性
	

	
	

	

	再委託金額（単位：円）
	

	
	

	                                 円


経費項目の積算
（単位：円）

	費　目
	 種　　別
	金　　額
	積　　算　　内　　訳

	人件費


	賃金


	
	○人×○日×＠＝
○人×○日×＠＝

	事

業

費


	諸謝金


	
	○○委員会出席謝金　　　  ○人×○回×＠＝
外部講師謝金　　　　　　  ○人×○回×＠＝

	
	旅費


	
	○○委員会出席旅費
○○（出発地）～○○（到着地）　  　　　○人×○日×＠＝
道徳教育推進協議会参加旅費
○○（出発地）～文部科学省　       ○人×○日×＠＝

	
	会議費


	
	○○委員会お茶代              ○人×○回×＠＝


	
	通信運搬費


	
	○○委員会開催通知郵送料      ○人×○回×＠＝


	
	印刷製本費


	
	○○印刷費　                  ○冊×＠＝


	
	借損料


	
	会場借料                    ○時間×○回×＠＝


	
	消耗品費


	
	コピー用紙代                　○○箱×＠＝
副読本購入代　                ○○冊×＠＝

	
	雑役務費


	
	振込手数料　                  ○件×＠＝


	
	消費税相当額


	
	

	再委託費

	再委託費


	
	○○市（内訳は別添のとおり）　　○○○円
○○町（内訳は別添のとおり）　　○○○円

	合計
	
	


注：記載に当たっては，「経費計上の留意事項等」に従うこと。

注：積算内訳は単価及び数量を明らかにすること。
注：消費税相当額は原則課税事業者のみ計上されるものであること。なお，各種別において経費を計上する際には，消費税（８％）も各種別に計上することとし，不課税の経費についてのみ対象額を消費税相当額として計上すること。
注：委員等旅費のうち，文部科学省が東京で開催する協議会の出席旅費として，１名又は２名分（東京～各都道府県等の任意の地点）を上記の積算内訳に計上し，作成すること。

注：再委託費の内訳については，当該経費区分に準じ経費ごとに作成の上，添付すること。
注：印刷製本費及び雑役務費を計上する場合は，見積書等を添付すること。（再委託費の内訳に印刷製本費及び雑役務費を計上する場合も同様。）
注：委託金額の精算の際，支出を証する書類（領収証・納品書等の写）の添付が必要となるので，確実に保管すること。
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